
１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

うち今回補正額

△ 41,651

事業番号 09 07 04 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

・自然条件による豊凶変動や、農産物価格の変動等の様々なリスクを抱える農業の担い手が、長期かつ低利な資金を借りることができ

るよう、国や県、市町村が法律に基づき、融資機関が貸し付ける資金に対して利子補給等を行うことにより、借受者の金利負担を軽減

する。

・農業金融の円滑な推進を図るため、制度の周知・適正運用のための取組を実施する。

・農業者の負担軽減を資金面から支援し、農業経営の改善、促進を図る。

・農業資金を円滑に供給できる体制の整備を図る。

①農業の経営拡大や経営改善を図る農業者を支援（農業近代化資金など）

単位
R2年度 R3年度

No. 指標名

E-mail

実績 実績 推移

R5年度

目標値

事　業　名 農業経営のための金融支援事業
部局 農政部 課・室 農村振興課

実施期間 S36 ～ noson@pref.nagano.lg.jp

・研修を行い、農業制度資金の理解を深めるほか、災害等が発生した際は、有利に利用できる資金を周知し、農業者のニーズに合った

資金の活用を進める等の農業金融指導事業について、事業費が確定したことによる減額補正を実施。

・農業の規模拡大や経営改善向けの農業資金を、農業者等が低利で借入するための利子補給事業について、必要な利子補給額が

確定したことによる減額補正を実施。

②既往債務の返済に困難を抱える農業者を支援（農業負担軽減支援資金）

・新型コロナの影響等で経営が悪化し、農業資金の返済が難しい方への資金借換えに対する利子補給事業について、必要な利子補

給額が確定したことによる減額補正を実施。

達成

状況
目標値設定理由

R4年度

実績 推移

③関係機関と連携し、ニーズに合った資金を周知する

成長産業の創出・振興

No.

2-1①

施策分野（施策の総合的展開名）
年 数値

2020

(R2)
3,579

直近３か年の状況

年 数値

2019

(R1)
3,459

目標

年 数値

2027

(R9)
3,700

年 数値

2018

(H30)
3,528

単位

億円

達成目標

（★印が付いているものは主要目標）

★農業農村総生産額

区分 職員数

4.4

4.4

4.4

R5年度

R4年度

R3年度

決算額

100,217

99,536

前年度繰越

0

0

0

当初予算

145,128

147,527

149,511

補正予算等

△ 41,436

△ 46,426

△ 48,672

予算額

うち一般財源

78,898

78,109

76,931

合計

（予算現額）

103,692

101,101

100,839

農業近代化資金の利子補給承認状況を客観的に示す件数を

目標値として設定

農業負担軽減支援資金の利子補給承認状況を客観的に示す

件数を目標値として設定

担当者の知識向上を図るため、研修会参加者数を設定。

県・市町村・融資機関の各担当者を対象に130人を目標値とす

る

①

②

③

115

2

130

↗

↘

↗

136

0

128

↘

↘

↘

109

1

123

127

2

133

件

件

人

農業近代化資金利子補給承認

件数

農業負担軽減支援資金利子補

給承認件数

研修会参加者数



No.

4

3

1

924

R5年度

予算

R4年度

予算現額

R3年度

予算現額

予算現額

事　業　名 農業経営のための金融支援事業

事業番号 09 07 04 細事業一覧（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

1

細事業

No.
細事業名

農業近代化資金利子補給金

No.

1

うち今回

補正額

千円

75,185 76,353

千円 千円

77,039

-14,141

部局 農政部 課・室 農村振興課

令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

農業近代化資金を融資した融資機関に対する利子補給金の支給について、必要な

利子補給額が確定したことによる減額補正を実施。

【補助先：農協、銀行、信用金庫、信用組合等】

補助先：21件

補助金

細事業を構成する主な取組

農業近代化資金利子補給金

実施方法

620
うち今回

補正額 -1,503

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

2 農業経営負担軽減支援資金利子補給金
678 770

予算現額

補助先：３件

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
農業経営負担軽減支援資金利子補

給金

融資機関が農業者へ貸し付けた災害対策資金に対して利子助成を行う市町村へ助

成。必要な利子補給額が確定したことによる減額補正を実施。

【補助先：市町村】補助金

補助先：９件

うち今回

補正額 -148

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

3 農作物等災害経営支援利子助成事業補助金
962 880

予算現額

22,850
予算現額 24,235
うち今回

補正額 -25,765

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

令和５年度凍霜害対策資金

融資機関が農業者へ貸し付けた災害対策資金に対して利子助成を行う市町村へ助

成。

【補助先：市町村】補助金

補助先：21件

2 令和３年凍霜害対策資金

融資機関が農業者へ貸し付けた災害対策資金に対して利子助成を行う市町村へ助

成するための利子助成金について、必要助成額が確定したことによる減額補正を実

施。

【補助先：市町村】
補助金

補助先：７件

令和元年台風19号対策資金

融資機関が農業者へ貸し付けた災害対策資金に対して利子助成を行う市町村へ助

成するための利子助成金について、必要助成額が確定したことによる減額補正を実

施。

【補助先：市町村】
補助金

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 貸付金

貸付原資の一部を農業信用基金協会へ貸付け。事業費確定による減額補正を実

施。貸付金

貸付金預託先：４件

農業経営改善促進資金貸付金
22,500



細事業

No.
細事業名

R3年度

予算現額

R4年度

予算現額

R5年度

予算

研修会実施回数：３回

2 農業信用基金協会への出捐

特別準備金（機関保証の実行により農業信用基金協会が獲得する求償権のうち、

借入者の資産で充当しきれない分を補填するための準備金）の積み立てに対する出

捐

出捐金：78,289,722円（令和３年度末残高）

千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 (株)日本政策金融公庫委嘱事業

公庫資金の需要額調査や、関係機関へ制度資金の周知を図る研修会の実施等の

取組について、必要事業費に応じた減額補正を実施。直接

5 農業金融指導事業費
1,514 248

予算現額 874
うち今回

補正額 -94

千円 千円


